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クェーサーの 10-40％は、そのスペクトル上に幅広い吸収線（Broad Absorption Line; BAL）を持つことが知
られている。BALをもつクェーサー（BALクェーサー）が観測される理由として、2つの主要なシナリオが提唱
されている。一つ目は、「inclinationシナリオ」。降着円盤から吹き出すガスの流れ（アウトフロー）は円盤軸に
対して大きな傾斜角（edge-on方向）で放出される。このシナリオでは、我々の視線とアウトフローがほぼ平行
な場合に BALクェーサーとして観測される。二つ目は、「evolutionシナリオ」。クェーサーはガスやダストを多
く含む銀河同士の合体を起源とし、中心領域がガスやダストに覆われた状態を経て、最終的にそれらが吹き飛ば
されることで中心光源が発現する。このシナリオでは BALクェーサーは、進化過程の初期段階にある、すなわ
ち大量のガスとダストに覆われた状態のクェーサーであると考えられている。2つのシナリオのうち、前者につ
いてはシミュレーションでは再現されているものの、観測からは十分な検証が行われていない。そこで本研究で
は、SDSS、2MASS、WISEの多波長測光データを用い、SEDフィッティング解析コードCIGALEを使用して、
傾斜角やダストによる減光量といった主要パラメータを推定した。BALクェーサーと non-BALクェーサーの両
者について比較を行い、「inclinationシナリオ」の検証を通じて、BALの検出シナリオを絞り込むことを試みた。
その結果、BALクェーサーが edge-onである傾向は確認されなかったが、BALクェーサーのほうが減光量が大
きい傾向が見られた。これらの結果は、「evolutionシナリオ」を支持するものである。


